
被保険者証と高齢受給者証の一体化について 

 

 

１．概要 

(１)毎年 10月 1日から翌年9月 30日の 1年間の有効期限で更新している被保険者証と70歳以上

75 歳未満の被保険者に毎年 8 月 1 日～翌年 7 月 31 日の 1 年間の有効期限で更新している高齢

受給者証を一枚のカードに一体化し利用者の利便性を図る。 

 

２．背景 

(１)Ｈ30.7 国から被保険者証と高齢受給者証の一体化を推進する方向性が示された。 

(２)埼玉県国保運営方針で都道府県化後の事務の標準化の課題として掲げられ、令和 2年度中の 

  一体化を目指している。 

 

３．一体化のメリット 

  

 被保険者 ①被保険者（７０歳以上）が医療機関を受診するとき、被保険者証のみで受診可能。 

保険者(町) 
①医療機関で負担区分がリアルタイムでわかるため、負担区分の過誤の事務が減少。 

②受給者証の発行経費が削減 

 

４．印字イメージ 

      

５．導入スケジュール 

   令和元年９月   有効期限が R2.7.31 までの被保険者証を郵送 

広報９月号で有効期限変更のお知らせ 

  令和２年６月   広報６月号で被保険者証と高齢受給者証の一体化のお知らせ 

      ７月   新たな様式の被保険者証を郵送 
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